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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】高度な機能性を有し、即ち使い易く信頼性があ
り、好ましくは各患者に一定レベルの取り扱い自由度を
提供できる注射器を提供する。
【解決手段】作動手段が前記ハウジングに関して摺動可
能な針シールド１８を含み、該針シールドは移動の際に
前記押込手段３６、４２を解放し、装置の前面すなわち
注射領域に配置された解放手段を含み、非作動状態では
前記針シールドが摺動するのを妨げ、それにより作動を
防ぎ、作動時には前記針シールドの摺動を可能として前
記装置を作動し、そして前記解放手段が装置の人間工学
的なグリップが作動へ向けて促進されるために設けられ
た、薬物の用量を送達するための装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般的に細長いハウジング（１０；１１０）と、針（１６）を通して注入される薬物が入
っている容器（３４；１１６）、前記容器に作用して、作動の際に前記容器を移動し前記
針による刺入とその後に前記針を通じて薬液を射出させることが可能な押込手段、前記押
込手段（３６、４２；１２６）を作動するために設けられた作動手段とを含み、前記作動
手段（２６、５０； １２２）が前記ハウジングに関して摺動可能な針シールド（１８；
１１２；１５４）を含み、移動の際に前記押込手段を解放し、装置の前面すなわち注射領
域に配置された解放手段（１４８；１５０； １７０）を含み、非作動状態では前記針シ
ールドが摺動するのを妨げ、それにより作動を防ぎ、作動時には前記針シールドの摺動を
可能として前記装置を作動し、そして前記解放手段が作動のために人間工学的なグリップ
が促進されるよう装置上に設けられた、薬物の用量を送達するための装置。
【請求項２】
前記解放手段が、前記針シールド（１８；１１２）の移動を可能にするために作動される
少なくとも１個のボタン（１４８）を含むことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
前記解放手段は２個のボタンを含み、作動のために、使用者によってペンのように装置を
掴むように案内することを特徴とする請求項２記載の装置。
【請求項４】
前記１つ又は複数のボタンが押しボタン又は摺動するボタンであることを特徴とする請求
項２又は３のいずれか１項記載の装置。
【請求項５】
前記解放手段が前記ハウジング（１０；１１０）に関して摺動可能なスリーブ（１５０）
として設けられたことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項６】
前記スリーブが非作動状態から作動状態へ前方向に摺動可能であり、それにより前記針シ
ールド（１８；１１２）の摺動を可能とすることを特徴とする請求項５記載の装置。
【請求項７】
前記解放手段がハウジングの変形可能な先端（１７０）を有し、使用者が直径方向に押圧
するときに針シールド（１５４）をロック位置から、解放位置へ直径方向に拡がることを
特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項８】
前記押込手段がプランジャロッド（３６；１２６）と前記プランジャロッドに作用する圧
縮バネ（４２）とを含み、前記プランジャロッドは前記容器に設けたストッパに作用する
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項９】
前記作動手段が前記プランジャロッド（３６）を張力をかけた状態に保持された圧縮バネ
（４２）で保持するように配置された柔軟なロッキング手段（２８、４６、５６）を含み
、前記柔軟なロッキング手段は前記針シールド（１８；１５４）が所定の距離を移動する
と解放されて、前記プランジャロッドを解放することを特徴とする請求項８記載の装置。
【請求項１０】
前記作動手段が前記プランジャロッド（１３６）上のレッジ（１２８）と共働する停止レ
ッジ（１３０）を含み、前記張力をかけられた状態の圧縮バネでプランジャロッドを保持
し、前記停止レッジは回転可能な要素（１２２）上に設けられ、前記針シールド（１１０
；１５４）が所定距離を移動したときに前記回転可能な要素を回転させることができる手
段が針シールド上に設けられ、前記停止レッジが回転して前記プランジャロッド上の前記
レッジとの接触を解き、前記プランジャロッドを解放することを特徴とする請求項８記載
の装置。
【請求項１１】
前記針シールドには前記回転可能な要素上の傾いた隆線（１３８）と共働する突起が設け
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られ、前記針シールドが動かされるときに、前記回転可能な要素を回転させることを特徴
とする請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
装置が注射部位から引き戻されるときに、前記針を覆う伸長位置に前記針シールド（１８
；１１０；１５４）を押す手段（２２）、および前記針シールドを前記伸長位置にロック
する手段（７４；１２３）とを含むことを特徴とする前記請求項のいずれか１項記載の装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は刺入と引き続く注入とを注射針シールドで作動させる自動注射器に関する。
【０００２】
背景技術
　薬物の自己投与のための注射装置を使用している多くの患者にとっては、特に刺入に関
して装置の扱いに不満足感がある。多くの使用者にとっては、自己刺入に対する精神的な
抵抗がある。他の使用者も、注射針に対する一般的な恐怖感を持っており、これが自己投
与の不快感および否定的感情を高める。
【０００３】
　多くの患者にとって、患者が薬物の服用量を受入するために実行すべき作業の数が、一
方では装置の操作、他方では装置の機能に関連してできる限り少なく保たれることが望ま
しい。
【０００４】
　そのような装置の一例として、２００３年１０月８日公告の欧州特許ＥＰ　１３４９５
９０　Ｂ（エスエイチエル　メディカル社）には、注射器の操作を容易にする多くの特徴
を有する注射器が開示され、説明されている。刺入と注入は、注射器の上端部にあるボタ
ンを押圧することによって自動的に実行される。注入が実行されるときに注射器は引っこ
められ、針シールドが針の周囲にロックされた状態で引き出される。付加的な安全性観点
として、注射器が注射部位に対して押圧されない限り作動が実行不可能である。すなわち
、注射器作動のために二段階操作が必要である。
【０００５】
　高度な自動機能を開示した１９９５年１２月２６日発行の米国特許ＵＳ５４７８３１６
号（ベクトン　ディッキンソン社）には他のタイプの注射器が開示されている。注射器の
前部注入端にあるスリーブ（針シールド）が注射部位に対して押圧されると、スリーブが
注射器内部へ所定の距離移動される。この移動により、注射器ハウジング側のほぼ中間に
設けた押しボタンが使用者により押圧することが可能となる。これによりシリンジ部品と
接触している駆動要素とロッドユニットに作用する定常的なバネ手段が解放され、刺入が
実行される。所定の刺入深度に達すると、駆動要素はロッドから分離され、ロッドはバネ
の更なる働きにより薬物の注射部位への注入を引き起こす。注入が完了したあと装置は注
射部位から引き戻され、スリーブが前進して針を覆う。
【０００６】
　注射器についての他の観点は注射器を扱う人間的な観点であり、注射作業の間に注射器
を保持する方法に関する。一般的な目標は注射器を保持している患者を人間工学的に、患
者の身体上の異なる位置例えばウエストのまわり、ウエストの後方および／または尻部に
刺入および注入可能とすることである。患者はそれらの位置では注射器が見えないので、
握りを変えずに注射器を保持し得ることが必要である。多くの位置に対して一つの適切な
人間工学的なグリップは、例えばペングリップであり、使用者は注入領域の前で注射器を
保持する。注射器がその遠位端上に押しボタンを有するとき、もしくはその側部に摺動ボ
タンを有するときには、困難が生じた。
【０００７】
発明の開示
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　本発明の目的は、高度な機能性を有し、即ち使い易く信頼性があり、好ましくは各患者
に一定レベルの取り扱い自由度を提供できる注射器を提供することである。
【０００８】
　上記目的は、独立特許請求項に記載された特徴によって達成される。本発明の好ましい
実施態様は、従属請求項の主題である。
【０００９】
　本発明の主要な態様は、本発明は薬物の用量を送達するための以下を含む装置に関する
：一般的に細長いハウジング、針を通して注入されるべき薬物を含む容器、前記容器に作
用して、作動の際に前記容器と針を移動して前記針による刺入と、引き続く前記針を通し
ての薬物の射出を可能とする押込手段、前記押込手段を作動するために設けられた作動手
段、とを含み、前記作動手段は、前記ハウジングに関して摺動可能に設けられる針シール
ド、移動により前記押込手段を解放する前記装置の注入領域の前に設けられた解放手段を
含み、非作動状態で前記針シールドが摺動するのを妨げ、それにより作動を妨げ、そして
、作動状態では、前記針シールドを摺動可能とし、それより前記装置を作動し、そして、
前記解放手段は、装置の作動のための人間工学的な装置のグリップを促進するように設け
られる。 
【００１０】
　前記解放手段は、前記針シールドの移動を可能にするために作動される少なくとも１個
の、または２個またはそれ以上のボタンを含む。これは作動のためにペンのように装置を
保持するよう使用者を導くように配置される。前記の１つ又は複数のボタンも安全性およ
び人間工学的な度合を増大する。
【００１１】
　前記ボタンは押しボタン、摺動性ボタンもしくは前記ハウジングに関して摺動可能に設
けたスリーブであっても良い。
【００１２】
　スリーブは好ましくは非作動状態から作動状態へ前方向に摺動可能であって、それによ
って前記針シールドの摺動も可能とする。
【００１３】
　本発明のさらなる態様では、前記押込手段はプランジャロッドと前記プランジャロッド
に作用する圧縮バネとを含み、前記容器内に設けたストッパに作用する。
【００１４】
　本発明のさらなる態様によれば、前記作動手段は前記プランジャロッドを張力をかけら
れた状態の圧縮バネで保持するように設けた柔軟なロッキング手段を含み、前記針シール
ドが所定の距離移動すると前記の柔軟なロッキング手段は解放されて前記プランジャロッ
ドを解放する。
【００１５】
　本発明のもう一つの態様によれば、前記作動手段は、張力をかけられた状態の圧縮バネ
で前記プランジャロッドを保持するように前記プランジャロッド上のレッジと共働する停
止レッジを含み、該停止レッジは回転可能な要素上に設けられ、前記針シールドが所定距
離を移動される時に前記回転可能な要素を回転させ得る前記針シールドに設けられた手段
であり、前記停止レッジを回転させて前記プランジャロッド上の前記レッジとの接触を解
き、前記プランジャロッドを解放する手段を含む。
【００１６】
　前記針シールドには、前記回転可能な要素上の傾いた隆線と共働する突起を設けても良
く、前記針シールドが移動する時に前記回転可能な要素を回転可能とすることができる。
【００１７】
　本発明のさらなる態様では、前記装置が注射部位から引き戻される時に、前記針シール
ドを伸張位置に、場合によっては初期位置を越えた位置に押出し、前記針を覆う手段、お
よび前記針シールドを該伸長位置にロックするための手段を更に含む。
【００１８】
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　本発明の装置は、多くの利点を与え、注射器を注射部位に押圧するときに刺入と注入の
両方を含む注射器の作動が針シールドによって可能となるので、本発明には高度な機能性
と自動化度が得られる。これにより前記針シールドは所定の距離を摺動し、それにより注
射器は作動される。
【００１９】
　使用者によって手動で刺入しなければならない不快感は、このように除去される。患者
が実行しなければならない唯一の手動操作は、注射器を部位から戻すことである。戻す間
、針シールドは押し出されて針を覆い、伸長状態においてロックされるので意図的ではな
い針の突き刺しを防ぐ。
【００２０】
　プランジャロッドと共働する１個の圧縮バネが刺入および後続の注入を実行するので、
信頼可能で機能的な注射器が提供され、また、注射器の部品の数を減らる。使用者に渡さ
れるときに、プランジャロッドは張力をかけられた状態の圧縮バネで保持されているので
、保護キャップの取り外しの他には、注射器の注入の準備のための追加の作業は不要であ
る。
【００２１】
　注射器の安全性を向上させ、更にその使用の間、注射器を自由に取り扱い保持するため
に、解放手段が装置の前端、注入端に具備される。解放手段が作動されていないとき、針
シールドが移動するのを防止しているので注射器は作動されない。解放手段が作動される
と、例えば使用者の指によってボタンを押すかまたは摺動させることによって作動される
と、前記針シールドはハウジング内に摺動可能となり、装置を作動する。解放手段は注射
器の先端に設けられているので、使用者が注射器をペンの如く保持することを促進し、こ
のことは多くの用途と薬物にとって望ましい。
【００２２】
　本発明を有するこれらの、そしてまた他の諸態様および利点は、以下の詳細な説明と添
付図面から明白であろう。
【００２３】
後述の発明の詳細な説明欄において、添付図面を参照して説明する。
図面の簡単な説明
【００２４】
図１は、本発明の第１の実施態様の側断面図である。
【００２５】
図２は、図1に示した実施態様の側断面図を９０度回転した側断面図である。
【００２６】
図３から５は、図１の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【００２７】
図６は、本発明の他の実施態様の側断面図である。
【００２８】
図７は、図６に示した実施態様の側断面図を９０度回転した側断面図である。
【００２９】
図８から９は、図６の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【００３０】
図１０は、図６の実施態様の詳細図である。
【００３１】
図１１は、本発明に含まれる解放手段の詳細図である。
【００３２】
図１２ａ－ｂは、本発明に含まれる他の解放手段の詳細図である。
【００３３】
図１３ａ－ｂは、本発明に含まれる更なる解放手段の詳細図である。
【００３４】
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発明の詳細な説明
　図１および図２は、本発明の一実施態様を示す。この実施態様は、患者の注射部位に配
置され、図面の左に示される先端を有する一般に管形の細長い外部ハウジング１０を有す
る。注射器が使用者に渡されるときに、先端には保護キャップ１２が取り付けられている
。保護キャップには針鞘が取り付けられていて、その針鞘１４は注射針１６を囲み保護し
ている。前側キャップ内部で、管形の針シールド１８は注射針を囲むように配置される。
針シールドの中央部に、内方へ突き出ているレッジ２１を有する一対の舌部２０が設けら
れる。針シールドは、ハウジングの内部表面に沿ってさらに延びている。針シールドバネ
２２が針シールドの遠位端と、ハウジング内部表面上のレッジ２４との間に設けられる。
針シールド内部に管形の部品２６が設けられる。以下、この部品を針シールドリンクと称
する。針シールドリンクは、針シールドリンク内の陥凹部３０とはまり、針シールドの内
側に伸びる舌部２８を介して、針シールドと連結する。
【００３５】
　針シールドリンク内部では、以下で更に詳細に記載する通り、薬物容器ホルダ３２が摺
動可能に設けられている。容器ホルダ内部に薬物容器３４、例えばカートリッジ、シリン
ジ等が取り付けられており、これらも摺動可能である。容器ホルダは、針シールド上のレ
ッジ２１によって前進をさまたげられる。プランジャロッド３６は容器のストッパ３８と
前記ハウジングの遠位端壁４０との間に設けられる。プランジャロッド内部に、圧縮バネ
４２が、プランジャロッド前部端面壁とハウジングの遠位端面壁の間に設けられる。プラ
ンジャロッドの先端から所定距離の位置に、外側に突き出ているレッジ４４が相対して設
けられる。起動位置においてこれらのレッジは、ハウジング内側の管状構造物５０上のア
ーム４８に設けた、内方へ突き出ているレッジ４６に当接している。アームは針シールド
リンクの後部の管形の部分によって、この位置に保持されている。針シールドリンクはさ
らに２本の長い、相対して設けたスロット５４（図２）を有し、そこにアーム５６が取り
付けられる。アームは内方へ傾いた第一の部分と外方へ傾いた第二の部分を有し、区分間
の遷移部５８がプランジャロッドと接触している。アームの自由端６０が前記スロットの
中に設けられる。プランジャロッドの上後部端には、より厚い部分が設けられる（図２）
。
【００３６】
　装置は以下のように機能するべく意図されている。装置が渡されるときには、装置先端
には保護キャップ１２が取り付けられている。使用者が薬物の用量を投与するとき、前記
キャップは取り外される。キャップ内側のスリーブ６２にはフック６４が設けられ、これ
はその内側に弾性的な針鞘１４を把持する。その結果、キャップが取り外されるときには
針鞘も取り外される。内方へ向けたレッジ２１がシリンジホルダーを保持しているので、
キャップが取り外されるときにシリンジハウジングとシリンジが引き抜かれることが防止
される。
【００３７】
　キャップが取り外されると、送達装置は使用の準備ができる（図２）。使用者が針シー
ルド１８の先端を注射部位に対して押圧すると、針シールドがハウジング内に押し込まれ
る。針シールドが針シールドリンクに接続しているので、針シールドリンクもまた後方へ
押される。針シールドリンク２６が所定の距離押されると、プランジャロッド３６を保持
しているレッジ４６は針シールドリンクの狭い管状部５２を通過して針シールドリンク内
の２本の長いスロット６６内に移動する。これによりアームは外側に屈曲し、プランジャ
ロッドを解放する。
【００３８】
　プランジャロッドは圧縮バネ４２からの力により前進し、容器３４のストッパ３８を押
圧する。液体状態の薬物は非圧縮性なので、容器３４および容器ホルダ３２は前方に動か
される。これにより、予め容器ホルダを所定位置に保った針シールドの内方へ向いたレッ
ジ２１が外側に自由に曲がることが可能とされる。患者の人体組織への刺入は、このよう
に実行される（図３）。容器ホルダの環形のレッジ６８が、シリンジハウジングと呼ばれ
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る、ハウジングに取り付けられた部材７２の内方へ向けたレッジ７０と接触すると、容器
ホルダの動作および刺入は止められる。
【００３９】
　プランジャロッドに加えられる圧縮バネの力によって、プランジャロッドはストッパ３
８を前方に動かし、針１６を通して患者の人体組織内に薬物を注入する。ストッパが容器
前部端面壁に当接するときに、注入は止められる（図４）。
【００４０】
　ここで注射は完了し、装置は注射部位から元に戻されることができる。針シールドバネ
２２の助力により針シールド１８は再び戻ることができる。先の薬物の注射の間に、プラ
ンジャロッドは前進し、この動作の間、プランジャロッドの拡大された後部６１は傾いた
アーム５６の遷移部５８と接触し、アームの自由端６０がスリーブから出てハウジングの
内部表面と接触される。針シールドが再び動かされると、アームの自由端はハウジングの
外周レッジ７４を過ぎて押される。これにより、アームの自由端が外周レッジと接触して
一切の内部動作を防ぐので、針シールドは初期位置よりはるかに伸張された位置にロック
される（図５）。これによって、使用済針のいかなる偶発的な針の突き刺しも防止できる
。
【００４１】
　図６～１０は、本発明の他の実施態様を示す。本注射装置は、一般的に管形の本体１１
０を有する。針シールド１１２が主ハウジング内部に摺動可能に設けられる。保護キャッ
プ１１４が、前記実施態様と同様に設けられる。また、容器ホルダ１１８に取り付けられ
た容器１１６は、針シールドのアーム上で内方へ延びるレッジ１２０によって所定位置に
保たれ、アームが前記キャップによって外側に曲げられることを防止する。ハウジング内
部には一般的に管形の構成要素１２２（以下、回転要素と称する）が、針シールドの後部
に回転可能に、かつ摺動可能に設けられる。外部表面には多くの隆線とノブ１２３とが設
けられ、針シールドの内面に設けた案内部材と共働するが、その機能については後述する
。
【００４２】
　回転要素１２２の上端面はハウジングの壁面１２４と接触しており、長手方向の運動を
防ぐが、両者間の回転的運動は許容される。回転要素内部にはプランジャロッド１２６が
摺動可能に設けられ、圧縮バネ（図示せず）の助力により移動可能である。プランジャロ
ッドの上部には多数の外側に延びている停止部材１２８（図７）が設けられ、以下に説明
するように、回転要素の内面上を内方へ延びている停止部材１３０と共働するようにされ
る。プランジャロッドの先端は、容器内部に設けたストッパ１３２と接触している。回転
要素の下端面はハウジングに取り付けた要素のシリンジハウジング１３４の端面壁と接触
している。針シールドバネ（図示せず）がハウジング上のレッジと、針シールドの上端面
との間に、針シールドを押圧するために設けられている。
【００４３】
　装置は、以下の通りに機能するべく意図されている。装置が組立てられて使用者に渡さ
れるときには、保護キャップ１１４が針シールド１１４と先端を覆っている。プランジャ
ロッド１２６は最後尾位置に存在し、前記注射バネは張力をかけられている。プランジャ
ロッドは、一組の相対する位置に設けた外側に延びているノブ１２８によってこの位置に
保たれ、プランジャロッドは回転要素の内部表面に設けた一組のレッジ１３０と当接して
いる。
【００４４】
　患者が装置を使用するときには、保護キャップは取り外され、前記実施態様と同様に針
鞘も取り外される（図７）。そこで装置は注射の準備ができる。針シールド１１２は注射
部位に対して押圧され、注射針は皮膚に刺入される。針シールドの内部運動の間、針シー
ルドの案内ノブ１２３は長手方向に延びる隆線１３６に沿って、傾いたレッジ１３８と接
触するまで移動する（図６）。これらの接触によって回転要素は、針シールドの更なる運
動の間、回転する。プランジャロッド１２６の外側に延びているノブ１２８が回転要素の
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上部に設けたレッジ１３０から滑り落ちるまで回転要素は回転し、それによって刺入が始
まる。プランジャロッドは注射バネの力によって下向きに動き、ノブ１２３は回転要素の
内部表面上の縦方向溝中を移動する。プランジャロッドの運動は、容器ホルダ１１８を有
する容器１１６を、薬物の非圧縮性に基づいて容器内部で前進させ、刺入を引き起こす（
図８）。容器ホルダ外部表面上の環形のレッジ１４０が、容器ハウジング１３４の内方へ
延びるレッジ１４２に当接すると、容器の運動は止められる。プランジャの更なる運動に
よりストッパを動かし、それにより、ストッパが容器前部の端面壁に当接するまで薬物が
注射針を通して注入される。
【００４５】
　注射が終了すると使用者は注射部位から装置を取り外し、そこで針シールド１１２は針
シールドバネの力によって伸長位置に動く。針シールドの案内ノブ１２３はそこで隆線１
３６の他の側面に沿って動く。この経路に沿った所定の位置で、針シールドが針を覆って
いる最も伸長した位置に在るときに、案内ノブは回転要素の陥凹部にはまり、伸長した位
置に針シールドをロックし、針シールドが再び押されることを防ぐ。意図的でない注射針
の突き刺しリスクは、このように排除される。
【００４６】
　さらに装置の安全を高め、また患者が注射器を確実に適切な形で保持するために、注射
器は解放手段を有することができる。前記解放手段は、作動しない時に針シールド１８；
１１２を初期の位置にロックをするロッキング部材を含むことができる。一実施態様（図
１１）によれば、解放手段は注射器の先に設ける押しボタン１４８を含んでも良い。解放
手段は、患者が注射器を保持するために人間工学的なグリップ（例えばペングリップ）を
使用するために、好ましくはそこに配置される。この観点において、操作に必要な２個の
ボタンを注射器の両側に１個づつ設けことができる。
【００４７】
　他の実施態様によれば、解放手段はスリーブ１５０（図１２）を含むことができ、注射
器の先端に設けて、注射器の伸長方向において摺動可能であり、針シールドを解放できる
。針シールドの解放のために、患者が注射部位に対して注射器を押圧するときに、スリー
ブは前方向に進むのが好ましい。これにより、ハウジングを経て突出する柔軟なロッキン
グ部材１５２が、針シールドがハウジングへ向けて動くことを防止する位置から（図１２
ａ）、前記ロッキング部材がハウジングの壁内に達する位置に動き、針シールドを解放す
る（図１２ｂ）。押しボタンおよびスリーブとは別に他の解放手段、例えば摺動ボタンも
実用可能である。
【００４８】
　解放手段の更なる例を図１３に示す。この場合ハウジング１７０の先端は、針シールド
１５４の直径にほぼ等しい短軸１５２を有するほぼ楕円形の断面を有し、針シールドには
短軸でのハウジング端面と適合するスロット１５６が設けられ、針シールドの移動をロッ
クする。楕円の長軸１５８は針シールドの直径より大きく、両側でハウジングと針シール
ドとの間に空間１６０を創出する。
【００４９】
　矢印１６２によって示されるように、使用者が長軸領域（該領域は好ましくは視覚検出
用の異なる色または溝、触感検出用の刻み目などのような目印が設けられる）で径方向に
押圧すると、短軸のハウジングは矢印１６４によって示されるように径方向に外側へ屈曲
し、その結果ハウジングは動いて針シールドのスロットから離れて、上記の通りに自由に
動作可能となる。
【００５０】
　上記した実施態様は単一室単一用量容器を扱うことを目的とする場合であるが、本発明
は、注射前の混合および準備刺激および／または用量設定手段を必要とする二室容器の如
き他のタイプの容器を扱うために改良可能であることは理解されるべきである。刺入と注
入とを両方実行する単一バネの代わりに、刺入と引き続く注入とを実行するために数個の
独立した動作バネも利用し得る。
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【００５１】
　上記並びに図面に示した実施態様は本発明を限定するものではなく、請求の範囲に記載
された本発明の範囲内で本発明の変更、改良が可能であることは当然とするところである
。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】図１は、本発明の第１実施態様の側断面図である。
【図２】図２は、図1に示した実施態様の側断面図を９０度回転した側断面図である。
【図３】図３は、図１の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【図４】図４は、図１の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【図５】図５は、図１の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【図６】図６は、本発明の他の実施態様の側断面図である。
【図７】図７は、図６に示した実施態様の側断面図を９０度回転した側断面図である。
【図８】図８は、図６の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【図９】図９は、図６の実施態様の異なる作動位置における状態を示す。
【図１０】図１０は、図６の実施態様の詳細図である。
【図１１】図１１は、本発明に含まれる解放手段の詳細図である。
【図１２】図１２ａ－ｂは、本発明に含まれる他の解放手段の詳細図である。
【図１３】図１３ａ－ｂは、本発明に含まれる更に他の解放手段の詳細図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(10) JP 2008-212631 A 2008.9.18

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(11) JP 2008-212631 A 2008.9.18

【外国語明細書】
2008212631000001.pdf
2008212631000002.pdf
2008212631000003.pdf
2008212631000004.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	foreign-language-body

